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ネットワークバンキング

の全体像

情朝機器の高性能化とネッ

トワーク技術の発達によって

チャネルの多様化が進み,ネッ

トワークバンキングが金融機

関の顧客戦略の重要な位置づ

けになっている｡

わが国の金融システムを取り巻く環境は,金融自由化の進展.利用者のニーズの多様化と高度化,金融技術と情朝技術の革

新など,新しい変革の時代を迎えている｡

こうした状況下で,金融機関は,顧客との関係とビジネスプロセスを見直す中で,ネットワークチャネル強化戦略を打ち出

し卜顧客のライフスタイルとニーズに即応が可能な情報システムの構築に注力している｡

日立製作所は,この強化戦略を支援することを目的として,金融ビッグバンソリューション"SolutionmaxforFjnance”の提

案を開始した｡

"SoIutionmaxforFinance”では,システム基盤ソリューションである｢Hub&Spoke州システム構築サービス+や｢データウェア

ハウス構築サービス+などの碁盤技術を背景に,きたるべきネットワーク社会を支える電話やインターネットなどを｢チャネル+

と位置づけ,金融機関のリテール戦略一′≡■2､を包括的にサポートする,｢リモート チャネルソリューション+を展開している｡こ

れにより,インターネットバンキングやテレフォンバンキングなどのネットワーク戦略を弓重力に支援していく｡

はじめに

現在,金融の分野では,金融ビッグバンに代表される

規制緩和の進展によって競争が一段と激しさを増してお

り,各金融機関は,顧客に受け入れられる,特徴ある商

品と戦略を求めている｡ネットワーク技術の進展に伴う

顧客チャネルの拡大には,日立Hub&Spokeシステムを

活用することにより,CRM(Customer Relationship

Management)との連携も可能であり,このシステムは,

金融機関にとって顧客獲得戟略の重要な位置づけになっ

ているものと考える｡

さらに,顧客のチャネルの多様化により,経営戦略上も,

※1)Hub&Spoke:複数のシステムを,Htlbを中心として接続し,連携させるシステムアーキテクチャを示す技術用語である｡

※2)リテール戦略:金融機関の小II顧客向け営業戦略
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営業店コストの低減といったメリットが考えられること

から,チャネルの多様化が急速な広がりを見せている｡代

表的なものとして,テレフォンバンキングやインターネッ

トバンキングなどがあり,これを総称して｢ネットワーク

バンキング+と呼んでいる｡日立製作所は,ネットワーク

バンキングに対応するソリューションを｢金融ビッグバン

ソリューション``Solutionmax for Finance''+のリモート

チャネルソリューションとして発表し,提案している｡

ここでは,今後ますます重要性が増してくるネットワ

ークバンキングの現状と将来動向およびソリューション

の特徴について述べる｡

わが国のネットワークバンキングの動向

近年,ネットワークバンキングやEC(Electronic

Commerce)関連で種々の構想が出てきており,多種多

様な実証実験が行われるなど,サービスの実用化に向け

た動きが活発である｡

2.1ネットワーク上の決済手段

わが国のネットワーク上の決済手段は,次の五つに分

類できる(表1参照)｡

(1)テレフォンバンキング

すでに実用化され,各金融機関に普及しつつある｡

(2)インターネットバンキング

クレジット決済と銀行口座決済がある｡クレジット決

済は,セキエア決済プロトコル"SET(Secure Electronic

表1ネットワークでの決済手段の動向

EC関連を中心としたネットワーク決済手段を示す｡

Transaction)”(Japan Payment Optionを含む｡)ですで

に商用サービスとして実用化されている｡インターネッ

トバンキングでは,セキエア決済プロトコル"SECE

(SecureElectronicCommerceEnvironment)”が主流と

なっており,1998年に入り,都市銀行を中心に相次いで

商用サービスを開始し,実験から実用の段階に入った｡

(3)携帯電話バンキング

NTT移動通信網株式会社が1999年2月から新しく提供

した｢iモードサービス+の1メニューとして,バンキング

サービスを提供するもので,多くの金融機関が商用サー

ビスを開始している｡

(4)電子マネー

ICカードを媒体とした｢ビザキャッシュ+,｢モンデッ

クス+,｢スーパーキャッシュ+,およびインターネットを

媒体とした｢eヰヤツシュ+がある｡しかしまだ,構想段

階,実験段階である｡

(5)デビットカード

1998年に日本デビットカード推進協議会が発足し,

1999年1月から8金融機関で商用サービスを開始して,実

験から実用の.段階に人った｡

2.2 個人ネットワークの拡大

郵政省通信白書(平成10年版)によれば,インターネッ

トの利用者数は1997年で1,155万人に達し,利用世帯数

は287万世帯で,世帯普及率は6.4%となっている｡また,

2005年には,利用者数が4,136万人に達し,利用世帯数

分 類 媒 体 プロダクト名 徴
個人間決漬 匿名性

テレフォンバンキング 一般電話
｢テレフォンバンキング+

電話による

残高照会･資金移動など
不可 なし

インターネット

バンキング
インターネット

クレジット決済"SET”
インターネット上での

クレジット支払い
不可 なし

インターネットバンキング

"SECE”

インターネット上での

銀行口座デビット支払い
不可 なし

携帯電話バンキング 携帯電話
NTT移動通信網株式会社

｢モバイルバンキング+

携帯電話を利用した

残高照会･資金移動など
不可 なし

電子マネー

lCカード

VISA･インターナショナルネ士

｢ビザキャッシュ+
汎用プリペイドカード 不可

なし

(取引履歴)

マスターカード

インターナショナル社

｢モンデックス+

｢バリュー+を保有する

電子キャッシュ

可

(連続譲渡も可)
あり

スーパーキャッシュ協議会

｢スーパーキャッシュ+

NTT電子現金を使用した

電子キャッシュ
不可 なし

インターネット
デジキャッシュ社 センター集中型の 可

あり
｢e-キャッシュ+ ソフトウエアマネー (連続譲渡も可)

デビットカード
キャッシュ

カード
｢デビットカードサービス+

キャッシュカードによる

オンラインショッピング
不可 なし
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が1,929万世帯で,世帯普及率は41.8%と,わが国の半数

近い世帯でインターネットが導入されると予測している｡

携帯電話の契約数は,1998年で3,890万契約(郵政省統

計資料)に達し､そのうちNTT移動通信網株式会社の携

帯･自動車電話契約数は,1998年8月に2,000万件を突破

している｡

地上波放送テレビでもアナログ放送からディジタル化

が進められ,2000年にディジタル放送試験の開始が,2003

年から本放送の開始がそれぞれ予定されており,テレビ

を情報機器として活用する時代が到来しようとしている｡

今後,個人顧客のネットワークは飛躍的に拡大する｡

ネットワークバンキングは,金融機関として取り組むべ

き重要課題の一つとなっている｡

ネットワークバンキングに対する

日立製作所の取組み

金融ビッグバンソリューション"Solutionmax for

Finance”のリモート チャネル ソリューションでは,銀

行･証券･保険業界に対応した,インターネットと電話

による商品販売ができるソリューションを提案または計

画中である｡

すでに,テレフォンバンキング･インターネットバン

キングは,商品として提案中である｡

ネットワークバンキングの具体例について以下に述べる｡

3.1 インターネットバンキングソリューションと携帯

電話バンキングソリューション

日立製作所は,1997年7月から1998年12月までの間,

地方銀行15行,第二地方銀行協会加盟地方銀行10行で

インターネット

バンキングサービス

1トミ1‾一‾≒

【1一+
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●バンキング

･ショッピング
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イ
ン
タ
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ネ
ッ
ト

電子店舗

日本認証

サービス

株式会社

ドコモ

ゲートウェイ

サーバ(仮称)

NTT移動通信網
株式会社

それぞれインターネットバンキングの実証実験を実施し

た｡この実証実験を通じて得た豊富なノウハウを基に,

インターネットバンキング･携帯電話バンキングに対応

し,プログラムプロダクトをベースにした,以下のソリ

ューションサービス商品を提供している｡

(1)日立インターネットバンキング共同センタサービス

短期間に少ない投資でインターネットバンキングを実

現するため,日立インターネットバンキング共同センタ

サービスを提案している(図1参照)｡

このサービスでは,従来の共同センタ形式によるアウ

トソーシングとは異なり,各金融機関ごとに業務取り引

きの選択や画面表示項目,運用スケジュールなどを独自

に設定し,24時間サービスの運用も可能としている｡

業務取り引きでは,資金移動,残高照会,取引明細照

会などの基本取り引きだけでなく,定期預金の預け入れ,

新規,解約,照会や自動積み立て式定期預金,住所変更

届など幅広い取り引きで提供機能を選択することができ

る(図2参照)｡

また,各金融機関で商用サービスの際に問題となるの

が,顧客からの問い合わせ窓口である｡インターネット

バンキングの操作面だけでなく,パソコンに関する専門

知識を要求される問い合わせが多く,各金融機関での対

応要員の確保が課題となっている｡

日立製作所は,ヘルプデスクサービスも行っており,

各金融樅関のインターネットバンキングの実現を総合的

に支援する｡

(2)携帯電話バンキングサービス

携帯電話バンキングサービスでは,NTT移動通信網株

日立インターネットバンキング共同センタ
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注:略語説明
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図1 日立インターネッ

トバンキング共同センタ

の構成

日立インターネットバン

キング共同センタと顧客パ

ソコン･各金融機関が結ば

れる｡
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図2 日立インターネットバンキング共同センタの提供機能

日立インターネットバンキング共同センタのサービスとサポー

ト機能についてのホームページの例を示す｡

式会社の｢iモードサービス+に対応するソリューションを

提供する｡携帯電話バンキングサービスでは,インターネッ

トバンキング共同センタサービスのシステム基盤を活用

し,金融機関からは契約者の登録や基幹システムとの接続

など同一の方式で使用することが可能である(図1参照)｡

業務取り引きでは,残高照会だけでなく資金移動取引

も実現し,24時間サービスを提供できる｡

また,ヘルプデスクについても,インターネットバン

キングと同じ窓口で対応し,エンドユーザーに対するサ

ービスを支援する｡

(3)活用メリット

日立インターネットバンキング共同センタサービスを

活用することにより,金融機関は,短期間に少ない投資

でインターネットバンキングや携帯電話バンキングを実

現できるだけでなく,個別設定により,各金融機関の個

性を打ち出したチャネル戦略を展開することができる｡

また,システム面だけでなく,金融機関にとって新し

い業務となる認証などの業務面でも,豊富な実績をベー

スにしたノウハウを享受することができる｡

3.2 コールセンタソリューション

コール センタ ソリューションでは,電話というネッ

トワークチャネルを中心に,顧客とのコミュニケーショ

ンシステム基盤を提供する｡電話は普及率が高く,基盤

整備コストも低いので,金融機関にとって魅力的なネッ

トワークチャネルの一つである｡しかし,顧客との取引

関係維持一拡大を前提とした場合,バンキング(勘定取

30

表2 コールセンタソリューションのサービス

テレフォンバンキング支援サービス,相談業務支援サービス,

およびシステム運用支援サービスで構成する｡

ソリューション

サービス名称
ソリューションサービス概要

テレフォン

バンキング

勘定取り引き

支援

勘定系システムとの接続支援など

インバウンド 特に有人(オペレータ)対応での

支援 勘定系取引業務設計支援など

アウトバウンド

支援

単発的なものから,顧客ライフ

支援サービス サイクルに観点を置いたキャン

ペーンの企画･実行支援

本人認証支援
無人および有人(オペレータ)対

応での本人確認手段の設計支援

相談業務支援

サービス

資産運用相談

支援

金融商品プランニング,ライフ

プラン,ローンプランシミュ

レーションなど

税金相談支援

相続額試算,相続税対策シミュ

レーション,自社株試算,自社

株対策シミュレーション,不動

産売却にかかる税額試算など

不動産投資

相談支援

不動産投資シミュレーションなど

システム運用

支援サービス

運用支援

テレフォンバンキング用サービ

ス別スクリプト作成支援,

PR･広告物作成支援,利用拡

大キャンペーン設計支援など

人材育成支援

テレフォンバンキング業務とシ

ステム操作法の練習,オペレー

タヘの疑似訓練スキル習得の確

認など

り引き)機能の充実だけでは十分ではない｡顧客ニーズ

を把握し,顧客との親密度を向上させ,複数のネットワ

ークチャネルでの折衝履歴を顧客単位に-･元管理する仕

組みが必要である｡ここでは有人(オペレ一夕)対応が主

になるため,営業店の渉外行員と同じく,営業最前線で

活躍するための人材育成が必須となる｡このソリュー

ションでは,システム構築支援から運用支援まで包括し

たサービスが可能である(表2参照)｡

(1)テレフォンバンキング支援サービス

銀行業務のうち,基本的な取り引きを電話で可能とす

るテレフォンバンキングを支援するサービスである｡イ

ンバウンド業務としては,残高･取引明細照会,資金移

動(振F)込み･振替),定期預金の新規申し込みや解約な

どが可能である｡また,アウトバウンド業務として,キャ

ンペーン設計と実行支援機能を持っている｡

(2)相談業務支援サービス

特に高度な商品･サービスを期待する顧客に対して

は,適切な対応が必要となる｡このサービスメニューで

は,インバウンド業務メニューを強化するために,資産
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運上‾rJや借り入れなどの各種相談業務を標準化し,有人

(オペレーク)対応要員を高度ファイナンシャルプランナ

ーへ養成する仕組みを提供する｡

(3)システム運用支援サービス

コールセンタでは有人(オペレーク)対比こが必須となっ

ており,そのスキルの維持が重安である｡このサービス

メニューでは,システム操作の恭礎教育から擬似訓練に

よる高度コミュニケーションカの修柑まで,システムと

して道川する際に必安な仕組みを提供する｡

3.3 モール決済ソリューション

インターネットトで竜子決済が可能なモールでは,多

くの場介,決済が可能な金融機関が限定されており,決

済手段の選択の幅が限られていた｡これは,SETや

SECEといった規格を決i黄金融機関･製占占提供ベンダー

の枠組みを越えて相互運用をするには,さらに細かい実

装方法の規定が必紫であったからである〔｡

消費者やモール運営者にとっては,快音芹が吋能な金融

横関が限定されたり,決音斉方式(銀子J二決済,クレジット決済

など)が限定されることは望ましくない｡このようなニー

ズにこたえるため,以卜のアプローチにより,消費者･モ

ール運′打者にとって使いやすいシステムを提案している｡

(1)標準化の推進

l__ト‡製作所は,これまでSECE研究会の上要メンバー

として参画している｡さらに,より実践的なアプローチ

として,都市銀行3行共用プロジェクトや地方鈍行イン

ターネット共同センターなどのプロジェクトを推進して

きた｡これらの成果を踏まえて,モール運営者に対して,

より多くの決済金融機関との接続が可能となるソリュー

ションを提案している｡)

(2)複数の決晒方式に対する対応

モールでは,銀行決済とクレジット会社決済の両方の

決消方式をサポートする必安がある｡また,-`Pin-Base

Debit'一がSETのプロトコルとして正式に認定されるなど,

今後の新しい決消方式にも追随する必安がある｡)

決清システム構築ソリューションでは,11立製作所の梨

占占であるペイメントアダプタを利用することにより,モー

ル運常者が必要な決清方式を選択できるようにしているし｡

ネットワークバンキングの将来

4.1チャネル展開

今後のネットワークバンキングは,ネットワーク技術

の進展と,情報機器の高度化,小判化によF),急速に広

がっていくことが予想される｡

このような背上iとを前提に.今後のネットワークバンキ

ング,証券,保険業界の状況に対応するため,一歩先を

行く新サービスを展開する(図3参照)｡

インターネットバンキング･携帯電話バンキングにつ

いては,ブラウザバンキングを縞用した職域バンキングの

サポートやサービスメニューの拡大を進めていく考えで

ある(｡さらに,付加仙値をいっそう高めるために,ショッ

ピングモールとの掟携も推進し,ショッピングの銀行決

済を実現する計画である.｡

項目
時期

1998年下期 1999年上期 1999年下期 2000年上期 2000年下期 2001年

展開計画

日立インターネットバンキング共同センタサービス

ト権能拡充
い携帯電話バンキンク

l･ファイナンシャルモ…ル連携(計画)

:一書芸;ぶご:三‡三…諾慧三･テレビバンキング

構想

ノ ロ

日立インターネット証券共同センタサービス

(計画)

l l

ネットワ冊ク

拡大

･NTT移 動通信網株式会社
･lCカード(構想)
｢lCカードバンキング+

･インターネットテレビ(構想)
｢テレビバンキング

｢携帯電話バンキンク+ l l (ブラウザ/(ンキング)+

･ブラウザオンライン
バンキング(構想)

図3 日立製作所のネッ

トワークバンキングの展

開計画

種々のチャネルやメディ

アを意識した将来展開を計

画している｡
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また,情報機器面での対応も必要であり,ICカードサ

ポート,テレビをはじめとする家庭内電子機器の情報

ディジタル化に伴うサービスの提案も考えている｡

インターネットを使用した,証券や保険の商品ラモ買に

ついても,現在,製品化を検討している｡〕

4.2 マーケテイングマネジメント展開

ネットワークバンキングでは,顧客ニーズに応じた営

業時間,場所,機会を提供できる営業エリアの拡人への

挑戦を目標としている｡しかし,取引機会と景の拡大が,

金融機関の収益確保を保証するものではない｡例えば,

ネットワークバンキングでは,残高照会だけの収l)引き

はコストがかかる---･〟であi),収益に貢献しない｡この

ような課題をどう解決するか,金融機関として顧客維持

マーケテイング書方動を実施するかどうかの判断が問われ

ることになる｡

この課題を解決するために,金融ビッグバンソリュー

ション▲`Solutionmax for Finance”のリモート チャネル

ソリューションとCRM戦略策走ソリューションを組み合

わせたシステムの構築を提案する｡顧客単位に,収り引

きごとの収益,マーケテイング活動コストおよび信川リ

スク見合いのコストを把握し,業務純益ベースでの採貸

状況を評価することにより,ネットワークバンキングと

してローコストオペレーションを支援する｡

これにより,頗客指向の常業戦略を展開する-･方で,

安定的な収益基盤を確保しながら,顧客コミュニケー

ションシステムの整備の実現を吋能とする｡

4.3 決済センター

決済手段が多様化する中で,決済センターは以‾‾Fのよ

うな役割を担っていると考える｡

(1)多様化する決済手段に対して,統合された決済チャ

ネルを提供する｡具体的には,磁気カードとICカードの

両メディアの利用が可能なクレジットカードとデビット

カード共用端末のサポートなどである｡

(2)金融機関をまたがった決済を行うためのクリアリング

機能を提供する｡これにより,店舗が直接契約を結んで

いない金融機関のカードでのショッピングを叶能とする｡

実際には,決済センターの目的に合わせた,多様な機

能を必要とする｡また,決済手段ごとに奨なる暗号処理

を効率よく実施するなどの考慮も必要となり,システム

構築には,業務ノウハウだけでなく,技術的なノウハウ

も必要となる｡

これらの決済センター構築にあたっては,これまでの

SI(SystemIntegration)ベンダーとしての参画だけでな
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く,電子決済システム開発センターをはじめとするバッ

クアップ体制により,ビジネススキームの共川検討を含

めたソリューションを提案することができる｡

おわりに

ここでは,H立製作所が提案する金融ビッグバンソ

リューション``Solutionmax for Finance”のリモート チ

ャネル ソリューションの中から,ネットワークバンキン

グを支えるソリューションをしトL､に述べた｡

ネットワークバンキングの位置づけは,今後ますます

重要になってくると予想される｡身近な家電製占占が情報

機器となり,いつでも,どこでもバンキングができる時

代が近づいている｡証券や保険についても,ネットワーク

を利用した商占占の敗売は盛んになってくるものと考える｡

今後も,時代のニーズを先取りしたリモートチャネル

ソリューションの開発により,金融機関の顧客戦略,緑

営戦略を支援していく考えである｡
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